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最初のヨｰロッパ国際構造地質図

(紹介)1956年のメキシコにおける第20回国際地質学

会においてヨｰロッパ大陸の国際構造地質図作製の件が

とりあげられた.このために1957年から1960年にわた

って30カ国の地質学の研究機関から動員された140人以

上の地質学者が協力してなみなみならぬ努力を払った.

この地質図はコペンハｰグンにおける第21回国際地質

学会(1960年8月)にはじめて展示された.図面は

250万分の1の縮尺で大きく16枚に区切って作製され

(第1図)ヨｰロッパ全土のみならずシベリヤ･ウラル

西縁部アフリカの北部周辺および地中海沼岸の全土を

おおっている.

この小冊子はソ連の登｡gdano丘博士から(この地質図

をつくるための小委員会の常任書記)1962年に兼子前所

長に送られてきたが地質図はまだ地質調査所に到着

していない.

なおアジア構造地質図については1963年3月にマニ

ラで行なわれた地質会議において次のようにきまった.

1963年12月末までに各国は500万分の1より大きい縮尺

で構造地質図を作製しその説明書とともにマライ地

質調査所に送付することになった.(目下地質調査所に

おいて作製中).それらを編さんしたアジア全域の構

造地質図は1964年12月インドのニュｰデリｰで開催さ

れる国際地質学会議において審議され1965年には印刷さ

れることになっている.

1.はじめに1

地質図というものは広い地質学の分野において科

学的なまとめをしようとするときの基礎的方法の1つ

である.つまり地質図は与えられた区域の地質

構造にまつわるあらゆる特徴を図化することによって

まとめたものであるカミいうまでもなく図上に表現さ

れるその精度はそれぞれの地域に対する認識の程度と

か縮尺に関係している.いまやいろいろな地質図

のなかでも構造地質図の必要性カミしだv･に広まりつつ

ある.この構造地質図は科学的にも実用的にも1

つの大きな重要性を持っている.それは地殻構造の

重要な特色や地史学の根本法具uを明らかにするため

の理論的基礎となるものでありまた地球上の鉱床の

分布状態を研究するにあたってたいへん役に立つか

らである.構造地質図にはそれぞれ目的によって

異なるいろいろなタイプがある.したカミってその

作成にあたってはそれぞれ違った方法カミ必要と在って

くる.(たとえばStructure･mapRegionaltectonicmap

Genera1tectonicmap).=腸シスでは1941年にJ.

地質相談所

Gougue1博士による最初の100万分の1構造地質図

が作製され出版された.それに引き続いて1944年

から1960年の間にアメリカン連アフリカオｰス

トラリアその他の国々の構造地質図カミ刊行された.

これらの構造地質図はそれぞれ異なった方法で作製さ

れたので構造地質図作製者のもつ地殻構造に対する

一般概念に従ったそれぞれの地域の地質学的認識状

態が表現されてv･る.

2.蔓一圓ツバ国際構造地質騒の作製老

展示会に出品された250万分の1のヨｰロッパの地

質図は1957年から1960年にわたって各国の地質学者

の大グルｰプによって作製された.この仕事は1956

年のメキシコにおける第20回国際地質学会においてき

められたヨｰロッバ大陸の国際構造地質図作製という

プログラムに従って始められた.最初のヨｰ1コッパ国

際構造地質図のための全般にわたる整理と討論の実施

は学会の世界構造地質図作成小委員会によって行なわ

れた(議長一N.Schatsky博士常任書記一Bogdano伍

博士).

この地質図に表現されているあらゆる地域に関連し

た資料の準備は30力国の地質学関係の研究機関から

動員された140人以上の地質学者の協力によった.

地質図作製委員会は議長のN.Schatsky博士以下

地質図作製に協力したすべての国の代表者によって構

成された.(なお議長は地質図完成の数目後1960年8月

1目に不慮の死をとげられた)｡委員会のメンバｰのなか

には次の人達の顔が見られる,M.J.B鮎erL.

Glange醐遂J.Gogue豆L.DubertretJ.Margais

N.Menchiko丘P.Pm∀ostP.Fa11ot(乃シス).

H.Stme博士が名誉議長となりA.Bogd狐｡丘博士が

常任書記とたった.この組織的作業のあらゆる段階に

おいて最も大き衣助けとなったのは国際地質学会の

世界地質図作製委員会の会長F.Blonde11博士からの

援助であった.薫一漂ツバ国際構造地質図の作製にあ

たって積極的にカをつくされた数多くの地質学者の

なかでも次の人たちは特筆記値するG.ChOubert(モ

1コツコ)LDubertret(フランス)H.VonGaertner

(西ドイツ)K･Kratz(ソ連)N.Magnusson(スウェｰ

デン)J.Margais(7ランス)N.Menchiko丘(フランス)�



一12一

M.Mouratov(ソ連)“Schatsky(ソ違)γZoubek

(チェコ).

これらの人たちは凡例の作成や地質図の編集に積極

的に協力されそれと同時に地質図の完成に必要なあ

らゆる資料を提供されそしてまたこの地質図か所

定の時期に完成するようにたいへんな努力を払われた

のであった.

あらかじめ考えられるしごと量つまり小委員会の

開催中に提出するよう予定された雛型(下書き)を完

成しておくということは出版するための地質図の一

枚^枚を準備しておくのと同じことであってそのこ

とは構造地質図委員会ばかりで注くソ連の科学アカ

デミｰの地理学および地質学研究所とかS.Tchemook

夫人指導下のモスクワ大学などの協同研究者泣ど多

数のグノレｰプによってなされた.

ヨｰロッパ国際構造地質図はコペンハｰゲンにおけ

る第21国国際地質学会(1960年8月)に初めて展示さ

れた.その地質図をたいへん短かい期問内に尚版し

ようとする勧告カミ会議によって承認された.

地質図は大きく16枚に区切って作製された(第1図)･

地質図の北西隅つまりN似1とNo.5にあたる部

分には地質図の表題作製者たちに関するデｰタのすべ

て作製委員会等が記載されている.最後の南西の図

(No.16)は地質の凡例にあてられている.No.2のも

のはスピッツベノレグ島でありNα4はノバイヤ｡

ゼムリヤの北部の大部分を示している.このようにし

て地質図はヨｰロッバ全土をおおっており祖おかつ

シベリヤ｡ウラルの西縁部地方および局部的には

Kozaksta口やTranscaspime地方をも包含している.

また南部一連の図面にはアフリカの北部周辺および

地中海沿岸の全土がおおわれている･

①国

産

←

⑥一

←

⑲

LEG帥I〕E

第1図目録図

3.構造地質図作製にあたっての基礎的

作業原則と地質図の凡例

イ.福山運動の時期'

構造地質図上に示されているヨｰロッバの広大な地

域およびアジアとアフリカとに隣接している部分は

たいへん複雑な地質学的構造とかまた長い期間にわた

るeYO1utiOnたどによって特徴づけられている(第2図)､

スカンジナビア･ロシヤ平原およびサノ､ラといった

ような地域は地質学的には先カンブリア紀の台地と

いうことで知られている.その地域ではいろいろの

深さにおいてまたときとしては表面にさえも強く

変成した先カンブリアの結晶質の古い岩石が発見され

ている.それらはほとんど堆積岩からなりごくわ

ずかに変動を受けた数100mから数1000mにおよぶ厚

い一連の地層によって明らかな不整合の関係をもって

おおわれてv'る.放射能測定の方法または一般地質

学の種々の異なった結論による岩石の絶対年代に関す

る最近のデｰタに基づいてわれわれは12億年を超

えるスカンジナビア･フィンランドおよびガレリ

ｰ底どの古い時代の習曲運動を区分することに成功

した.つまりarch6e籔§veko-fennie皿kar61iensそ

してgothiensのものである.構造地質図にはこれ

らの古い時代のコンプレックスは赤および真紅の色で

示し一方それに累重し多少変形した堆積岩層には

褐色～ロｰズ色が塗色されている.

先カンブリア紀の安定した台地は異なった時期(禰曲

運動の時期を異にする)の摺山帯に取り囲まれている.

これらの衣かで最も古いものは6億年～12億年前に

起ったバイカノレの(assyntiencado㎜ienともいわれる)

摺曲運動の時期の摺曲コンプレックスである.この

溜出コンプレックスはフランスの中央山塊および

ノルマソデｰ山塊を構成しヨｰロッパの北東部では

チマン山脈を形成している.これらのコンプレックス

は青色であらわされている.古生代初期にはカレド

ニアの摺曲運動(いまから4億年～6億年前)がありその

結果ノノレウェｰスコットランドイギリスの北部

および北西都アイノレランドなどめカレドニア摺曲

山脈が形成された.同時期の形成は同様にしてス

ピッツベノレグやグリｰンランド周辺地帯のようにヨｰ

ロッバ大陸(B.abantA.d･mesSud6t･sその他の山塊)

の上にも観察される.それらはリラ色の各種の色調

であらわされている.

ヨｰロッバでは古生代末期の複雑な摺曲は広範囲

におよび普通バリスカン(ヘノレシニァン)摺曲運動と呼

ばれておりその時期は4億年から2億5千万年に相

当する.バリスカン綴曲運動はイギリスとアイル�
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ランドの南端に見られフランスとドイ

ツの大部分の地域を構成しまたモロ

ッコ(アトラスその他の山脈)アノレジェリア

チュニジアでは重要な地表面となって

おりまた同様にイベリヤ半島をも構

成している.東部にも同時期の摺曲

構造(6di危㏄)が観察される.

一たとえばウラノレのそれである.

これらの地域は褐色で塗ってある.カ

レドニア摺曲コンプレックスはバリス

カンの摺曲コンプレックスと同様に一

連の堆積岩層によっておおわれている

その堆積岩層はわずかに変位しまた

中生界や新生界との間に明らかな不整

合の関係をもっている.深い堆積盆地

を埋めて捗らゆる岩石類からなる堆積

性のこの被覆物はときには数1000m

の厚さにもおよんでいる｡パリでは

古生代の摺曲基盤カミ2000mも下にあり

また貝シドンでは300m近くの深

さにある.こうした堆積した被霧物

のある地域は摺曲基盤の深さを表現し

てすみれ色がかった灰色とか茶を帯

びた灰色を漸次塗色してある.

ごく最近の習曲体系はアルプス造構

輪廻における体系であり中生代および

新生代に起こったものである.｣l1記の輪

廻は2億5千万年前に始まり比較的

近年に終った.現代の火山活動と地

中海のあちこちでしぱしぱ起こる地震

はこの造構運動の反響を示すものであ

る.アルプス時代の摺曲構造にほ西

部のジブラルタルから東部のイランに

至たるまでの

が結びついている.この摺曲帯は

(モロッコ北部海岸の山岳地帯

ピレネｰアペニンアルプス

ンコｰカサス

このアルプス摺的地域は

アソスで示されている.このようにして

作製上の基本的原則は

ン(地向斜体系)を図示することである.

ととして地質図上にか柾ゆ大きな成果を

に成功し

対比を示すことができた.と同時に

異なる時期の構南地域は一般的で

第2図ヨｰ回ツバ地質図

､

�

､ノ

!､

■

�㌰

第2図

麗翔鶴鱗綴鐵騒騒浅部にある蛾の地域騒嚢蹄にある基盤の地域

鰯燃鰯舳翻鮎鮎鵬鮒ヨ匿蔓鰍醜姦の播曲

ヴパリスカン縄的地域の

露醐よ粥脇葡鹿騒総概ンの巨…1蹴鵬鱗綴織お

匿魏鰯雛撃慶ヨ鰯麟裳樽麗中剛性の岩塊

匿里離職舳[;≡ヨ鰭脇註誰磁囮摺㈱造の方向

Elコ灘脇繊舞Eコ馨鱗需1Eコ離灘鱗

緯度に沿って広がってv･る大きなゾｰン

地中海の南西沿岸

北部アルジェリアの山脈等々)

カルパチアバルカ

東部プロシャの摺曲系体を含んでいる.

地質図上に黄色系統のニュ

構造地質図

榴曲運動の異なった時期のゾｰ

この原理をも

あげること

ヨｰロッパとその近隣大陸の主要構造との

またそれとは

かつ主要なものし

か図示されていない.

口.内帯と外帯における摺的地域の区分

構造のもつ帯状性は地向斜の摺的地域のもっとも重

要な特色の一つである｡通常それは強い岩漿活動

(magm･tism･)によって性格づけられる内帯(E㎎eo･

SynClin･uX一優地向斜)とがいして非岩漿性(｡m.g-

matique)の外帯(㎜i09eOSynC1inau卜劣地向斜)に分け

られる.このような区分はその理論的意義のほかに

1つの大き衣実用的な重要性つまりある種の鉱床

の形成に影響をおよぼす岩疑の活動といったよう荷重

要性を持ってV'る.したカミって優地向斜(山6eOSy一

皿Clinal｡｡)のゾｰンを分けるということは鉱床賦存の�
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決定のために理論的基礎の役を果たしてくれる.ヨ

ｰロッパの地質学に関する現在の認識の実状ではア

ルプスバリスカンカレドユアの摺的地域にお〉･ての

劣地向斜と優地向斜との分離カ茎可能になっている.

優地向斜のゾｰンは地質図上に黒っぽい色であら

わされ劣地向斜のゾｰンはもっとどんよりした色に

あらわされている.地質図作製申ぽ資一源ツバのア

ルプス帯の範囲内で優とか劣とかの地向斜のそれぞ

れのゾｰンの分布の特徴が明らかに扱った､優地向

斜の性格は前記のゾｰン(近東判沖バル劣シデ

ィナリド)虹おいて翻公的に特有なものがある､こ

れに反して劣地向斜のゾｰンは東部では比較的ひ

ろカミっておらず地中海の頂部に最大限のひあがり賛

見せている.

ハ.構造の時階(Etagesstruct㎜蘭ux)

摺曲構造(体系)には通常数多くの構造時階が区別

される.構造の時階については大きな不整合によっ

て上層部と下肩部とに分けられる地層の組み合わせと

それらの構成淋それぞれの籟的地域の独自の発展段階

に対麻している苗滋一難ツバの構造地質図では構造

の時階は地向斜の発展段階に応じた岩層の集合状態

のそれぞれのタイフに従って区分された.すなわち

最初の段階(塩基性溶岩の海底噴出瑳質ジャスピライトの形

成珪質片状岩の形成その他)次の段階(砂岩質岩系結晶

片岩系石灰質岩系)そして最後の段階(フリッシュお

よびモラッセ)である.最後のモラッセは沈降運動

に次いで地殻の上昇運動が起こった場合に地向斜発

展の最後の段階で起こるものでそのようた地向斜の位

置には山脈カミあらわれる.

前縁沈降地(Av.nt-fosse)はバリスカンやアノレプ

スの習曲地域における構造上のある時階をあらわす

1つの特殊なタイプとして特別な表現(縞に塗ってある)

をして地質図上にあらわされて〉･る.地質構造上こ

のタイプは溜的地域と台地との間に1つの大きな重

要問題の存在を示すものである､そこにはしぱしば

重要な油田天然ガス石炭岩塩その他の鉱床匁と

が発見されている.構造の時階は地質図の構造の文

字(記号に)アンダｰラインをもって表示しそζに地

史上の補充事項を挿入してある.

二.生成のタイプと深成岩の岩塊

､この地質図には地向斜のある発展段脚こおいて形

成された諸岩石聞のある重要な組み合わせの発達した

地域カ茎異なった図表でもってあらわされている.つ事

ゆ先々ンブリアの岩塊に見られるレプタイトとジャ

スピライトの生成(後者はしばしば重要な鉱床を伴うこ

とがある)海底の地向斜火山の噴火地向斜石灰岩の生

成石炭の生成その他である.種々異なった型の

生成の図示は具体的拒本質的な性格を地質上にあ

らわしそしてまたその表示は理論地質学およ

び応用地質学上の種序の異なった難問の解決を容

易にしてくれる.それと同時に深成岩岩魏の表示を

たいへん重要視した.それは記載岩石学的組成とか

その置かれている時代さらにその生成された造構条

件に従って数多くのグノレｰブに分類される.これら

のグルｰプは色つきの異なった記号で表示されている.

澄入岩塊はその組成上から超塩基性塩基性中性

酸性アノレカリ性などに再分類される(この場合には岩

石の化学的組成に関する資料が用いられる)年代的にみる

と謎大岩塊は摺曲運動の異なるそれぞれの時代にあ

てはめられている.遊大岩塊形成の造構条件に従って

次のような時期に斑入岩塊カミ分けられる同造山期

(S抑棚雛的鵬)一造山運動の初期の時相に関係カ茎ある

もの後造山期(Postorogenique)一造}運動後の時相に

関係があるもの造山後期(Anorog･nique)一造山運動の

主時相の後の生成1

ホ.構造の特機

構造の特徴はいろいろな図表をかりて図上に表現

されている害ある場合には高度を忠実に図示するこ

とのできるおもな方法の1つとして等高線(coubes

deniveau)かある.(それはボｰリングあるいは地

球物理学的資料に基づく研究によって証左された表面と同じ

標高を示す曲線である).この等高線の助けによって岩

層(Cou･hes)が広範囲にわたってわずか事こ傾斜する

ような台地の境界内でのv'ろいろな沈降および

隆起の位置･状態･広がりなどを浮彫りにして見せら

れるようになった.この等高線の方法によって北部

サノ'ラの構造に関する基礎的な輪郭がはっきりしそ

こでは最近古生代の緩やかな傾斜の岩層の上部の

上昇体(surさ1evations)の境界で石油と天然ガスなど

の重要な資源か発見されたのである.イギリスの平

坦地の構造と同様にパリやアキタニアの堆積盆地構

造を初めて紹介することに成功したのも同じく等高

線の助けによったのである.それとは別な意味で岩

塊自身カミ移動したために発生した橿曲や断層をあらわす

ために各種の図表記号とかいろいろ愈線が利用され

た.それらには水平の断層のずれ(｡ejet)かエ05km

にも達するスコットランドの有名なG醐tGl㎝断層

とか1960年に破局的な地震を起こすなど地殻変動の

影響を受けたモロッコのアガディｰル町を横切る大破�



一15一

砕帯カ茎ある.

上記のあらゆる表示のほかに活火山と死火山の中心

をあらわしたような特別の記号がある.また同時に

ある地方の内部構造に対して決定的な重要性をもった

手がかりとたる深部ボｰリングの位置をも地質図

上に示した.これらはここ数年間パリの堆積盆地

に試みたボｰリングで工業的大資源である石油層カ茎

発見されたものでもう1つはサハラの石油会社所

有のボｰリングである.

4.コロ園ツバの主要な造構的要素と

その構造地質図上への図示

ヨｰロッパの構造地質図は構造と地史の著しく異な

った地域全般をおっている.(第2図)そこには東ヨ

ｰロッパの先カンブリア紀の台地も見られる.スコッ

トランドの北酉部にはエリアの古期台地と違った始

生代の地層カミ露出している.地質図の北西隅のグリｰ

ンランドにはカナダ楯状地の端カミ見られる.図の南

部にはアフリカの先カンブリア紀の台地の北縁部が含

まれている.これらの古v'台地の間やロシヤの台地

の東側に古生代の摺的地域の広いゾｰンカ茎見られそ

のゾｰンにはカレドニアとバリスカンの区別カミされて

いる｡最後に地中海と近東地域にはつまりジブ

ラルタルからイランにかけて古生代の基盤(soc1e)の

うえに再生された地向斜体系があらわれティテスのア

ノレプス摺曲運動による複雑な構造帯が広がっている.

イ.古期台地

構造地質図には東ヨｰロッバの先カンブリア紀の

すべての台地カミ含まれている.それは東のウラルか

ら酉の北海までまだ南東の黒海から北酉のカレド

ニアにまでおよんでいる.最近の調査研究によって

実にこの地質図上に詳細に再現されたような台地

の形態広沸り内部構造に関する知識の重要な変更カミ

なされた.台地のたかでも水中に沈んでしまってい

るv'くつかの地域はごくわずかしか研究されていない.

これにはバレンツ海におおわれた沿岸北部と北海

にかくれている南西端に関係をもつものカミある.こ

の後者の地域(北海)に関してはその解釈はイギリスの

構造地質学を正しく理解するためにたいへん重要であり

有名なイギリスの地質学者亙V.Baileyがバノレチッ

ク楯状地の先カンブリア紀の古い基盤は南西の海に

沈みまたイギリスの北東および中央部の下に沈ん

でしまっておりそこではその基盤はボｰリングに

よってつかまえられ局部的に(片麻岩Mal∀em結晶片

岩が)露閏しているといラことを1928年にすでに推

測してv'たことに注目しなければならない.この仮説

は現在では確認されているのである.

イギリスのカレドニア摺曲の北酉の前陸(vo･land)

を形成しているGebrideとスコットランド北酉端に

あるLeWiSの片麻岩と赫広カミっている地帯は北大

西洋の海洋下に完全にかくされているという仮称の

エリア台地の南西周辺と同様に注目されている.ほ

とんど全部が第三紀と第四紀の火山性累層で構成され

ているアイスランドはこの沈降台地に仮説のうえで

関係を持っている.地質図の南の部分はアフリカの

率い台地の北部を含んでいる･その北の境界は南部

アトラスの構造的地溝(sillon)に沿って線カ茎引かれてい

る.アフリカ台地の先カンブリア紀の基盤は古生

代と中一新生代の堆積性の厚い被覆物の下にかくれ

その被覆物の下には楯状地(b㎝clier)カ三大きく隆起し

ておりそのなか1こR6gnibatの楯状地その他が見

られる.台地の水没した北の部分にはいくつかの大

きv･隆起と沈降カ茎見v･出された.沈降したところでの

堆積性の被覆物の厚さは3～6kmで変化に富み隆起

したところでは1亭5～2k皿に減っている.アフリカ

の台地の構造とevo1utionは東ヨｰロッバの台地の

それにたいへん近いものである.

口.カレドニア摺的地域

地質図に見られるカレドニア摺曲累層は東部グリｰ

ンランドのカレドニアスピッツベノレグ西部のカレドニ

アスカンジナビアイギリスアイルランドのカレド

ニアや地質図の境界内に部分的に入っている中央カ

ザックスタンの古生代の山塊と同じくブラバントの山

塊などに関係づけられるものである.

カレドニア摺的地螂こついては先カンブリア紀の前

縁安定地塊(avant-pays)(スコットランドその他)にしば

しば直接結びつv･て〉･る優地向斜帯の広い発達雄そ

の特徴である.そこでそれらに連関する特異性は

最初の火山活動つまりオフィオライト質岩の累層と

その他の火山噴出物の累層カ茎広く分布しているとい

うことである.よく発達している塩基性送人岩と超

塩基性迷入岩はつまるところカレドニア摺的地域の

特徴でもありカレドニア摺的地域は花筒岩質岩の後

造山期送人岩と境することによって(アイルランドとイギ

リスを除いて)またおそらく前縁沈降地の完全な欠

除によっても特徴づけられている.

ヨｰロッパの構造地質図上にはイギリスのカレドニ

ア摺的地帯の構造カミじつにくわしくあらわされてい

る.この地質図はイギリスやスコットランドの地質

学者の最近の調査研究の成果を反映している,スカ�
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ンジナビアのカレドニアの内部構造の解釈はノルウ

ェｰやスウェｰデンの研究者の最近のデｰタに基づい

ている.

ブラバントの山塊はイギリスのカレドニアの大陸

への直接の延長と考えられる.あまりはっきりしない

のは中央ヨｰロッパのカレドニア構造の分布である.

ポｰランドおよびチェコスロバキアの地質学者の

資料によると後目のバリスカンの強い運動の試練を

経たこの時代の摺曲構造はむしろエノレベ(Sud6tes

その他)の東方へひろまっていったのである.

バｰバリスカン繕的地域

酉ヨｰロッパおよび北アフリカの地域はその大部

分が古生代の地向斜の厚い地層とバリスカン(ヘル

シニァンア摺曲運動の最も古い地層から構成されてい

る･これらの地層はアノレプス摺曲帯におけると同様

に孤立した形であらわれている.したカ書ってもっ

と強い理由で次のようなことを推定することができる.

つまりバリスカン摺的地域は東ヨｰロッパの先

カンブリアの台地と西部螢一ロッパ(南アイルランド

ゴｰル地方)および西ヨｰロッバに同じように続くアフ

リカのこれらの溜的地域およびカレドニア時代の摺曲

構造の狭い帯状の地域を切断している地域との関係は

実際に全く同じ様相をなすということである.東ヨｰ

ロッバの台地の東部ではバリスカンの摺曲帯ポウラ

ルやノバイア｡ゼムリヤの縦走山脈を形成し酉シベ

リヤ台地の広い地域の基盤を形成している.西およ

び中央ヨｰロッパのバリスカン摺的地域の中央部に

は古い原生代のいくつかの山魏があらわれそれら

の山塊はフランス西部からチェコスロバキアにまで

ほとんど連続して帯状に長く延びている(中央のボ_

ジュシュワルツワルトボヘミヤ山塊).これらの{塊ほ

ほとんど横に延びたゾｰンによってバリスカン摺的

地域を分けている.

これらの1つはバリスカンの北部ゾｰンでアイル

ランドの南沿岸およびブルタｰニュの北海岸から

東方のボｰランド(Su雌es)にまで広がっている.

その領域で北酉方向を持っ(南アイルランドゴルノァ

イユブルタｰニュノルマンディ)アルモリイシアン弧と

北東方向をもつ(その部分から先のヘルシニアンはフラ

ンスの中央山塊からエルベに至っている)バリスカン弧

(厳密な意味で)とが区別される.

南に位置するバリスカン帯すなわちイベリヤ半島

ピレネｰ山脈の中軸帯フランス南部コルシカ島サ

ルジニア島における古生代の摺曲累層を抱いている

かなり剛性の岩石ブロックアノレプス摺弾帯そのほかの

東ヨｰロッパの台地の歯周縁部の古生界そしてサハ

ラ台地の北縁部のような古生界の中核およびかな

り剛性の古い岩石ブロックなどは十分にはっきりし

た方法であらわされている.

重なり合ったアルプス地向斜体系と無関係な北部と

中央部のバリスカン摺曲累層は台地の上部古生界の

被覆物によって局部的におおわれている.西ヨロッ

パではこれらの被覆物は大き在沈降帯(パリの堆積

盆地アキタニアンおよびその他多数の堆積盆地)を埋めてお

りその沈降部のなかには二畳紀中生代新生代

の地層で多少断層を生じてはいるカ茎変質はしていな

V･堆積岩厚の原層が数kmに達しているものがある.

これらの沈降帯のあるものはその形態と構造が等

高線のおかげでヨｰロッパの地質構造図にたいへんよ

く見分けられている.アフリカのバリスカン台地上の

被覆物はかなりだいたんにアルプスの構造的変動の

行なわれた広いひろがりにひっくるめられている.

二.アルプス福的地域

上に指摘したようにヨｰロッバ北アフリカ近東

在とのアノレプス摺曲構造は古生代(とくにバリスカン

の)の古い衝的地域そのもののうえにあらわれ重な

り合った地向斜体系をあらわしている.古生代の基盤

はアルプス山脈の軸のゾｰンになカミながと延びい

くらか剛性の岩石ブロック(カラフルロドブその他)の

形でまたはじゆずのように連らなったゾｰンを構

成する隆起した地背斜のなかに(中心都に)露出する(リ

ギュリの古生代の核アルジェンテラプルボｰモンブラン

の山塊など).

アルプス摺的地域の範囲内では劣地向斜と優地向斜

のゾｰンカ玉はっきりと区別される.それらの区分は

慣例的な規約に従gてはっきりと特色づけられてい

るすなわち外帯は主として劣地向斜で内帯は優

地向斜である.優地向斜の体系はむろんアルプス

摺的地域の中心部に関係カ主ありそれらは東部地域に

広く発達しイランドルコバルカン(エリニッドデ

ィナリッド)の摺曲コンプレックスの主要部分を構成

しておりアノレプス山脈の境(ペンニン帯)に延びさ

らにリギュリ沿岸に露出しチレニア海の在かやコ

ルシカ島の一部にも分布している.それよりさらに

酉では優地向斜のあらわれ方が細くなっている.一

方アルプス地方の酉の部分では劣地向斜の発達カミ特

徴的である､リフの摺曲構造北アノレジエリアチュ

ニジアだとのアノレプス山脈ベライカ山脈(アンダル

シヤの旧名)およびバｰレノレ諸島は劣地向斜のコン

プレックスを形成している｡アノレプスの境域とカル�
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パチヤ山脈の弧のなか1こは劣地向斜ゾｰン沸その地

域の北縁の方へ移動し東方ではクリミヤ半島大コ

ｰカサスコペトｰダクにのみ実際にあらわれている.

アノレプス摺的地域の周縁部には新第三紀のモラッセ

でみたされた前縁沈降地帯カミよく発達してv'る.は

げしい摺曲の変形はヨｰロッパのアルプス摺曲の形成

を特徴づけている.アルプス摺山体系の西部にはオ

ｰバｰスラスト(Teharriages)カミ広カミっている(アルプス

ペディクの山脈北アフリカのアルプス等々).

5.むすび

ヨｰロッパおよび隣接諸国の地質学者の大グノレｰ

プによる3年間にわたるはげしい努力は最初のヨｰ

ロッパ国際構造地質図を完成するとv'う栄誉をかち得

た.われわれはこの地質図が地質学にかなり重要

な貢献をもたらすものと考えてv'る.われわれは近

い将来この地質図添ヨｰロッパのあらゆる地質学研

究所とか科学研究所の正面さ敷に飾られそれが店用

地質学の数冷の問題解明に用いられると同時に科学探

究の際にも漢だ大学の研究の過程においても広く

利用されることを望んでいる.

ヨｰロッパ構造地質図に関する作業の合間にえられ

た経験はこうした集団的研究の大きな重要性をは

っきりと証明してくれた.円卓を囲んで集まった種

々異なった学派に所属する地質学者たちは地質学の多

くの問題ぽ関するそれぞれの意見を比較検討し最も

複雑な理論上の問題に対して正確かつ満昆すべき

解釈の発見に努力したのであった.相互の間の最上

の解決を得ようとする協力と欲望がかもし出す雰囲気

こそ最初のヨｰロッパ構造地質図に関するしごとの

あらゆる表現にあらわれた特徴となっているもgであ

る.そしてまたこの雰囲気がこの雄大かつ複雑

なしごとの成功をかちとったのである.

目南海岸国定公園

地学と

切手③

堀内恵彦

九州の宮崎･鹿児島両県にまたがる海岸のうち

宮崎市折生迫海岸の青島から都井岬までの約90

kmの目南海岸と志布志湾沿岸の約16k㎜の砂浜が

その公園地域に指定されています.家庭でも東

南の部屋は明るい目ざしと風通しのよいことか

ら一番よい方角といわれていますが目南海岸地

域は九州の東南にあたっており南から北上する

黒潮力明本本土と出会う最初の地でもあります.

付近にわカ溜の神話伝説に関連することが多い

のもこの黒潮力茎重要な役割りをしているといえ

ましょう.当然のこと虹カミら気候温暖で暖帯

性植物中に多くの亜熱帯性植物洪繁茂して〉'か

にも南国的な感触に富んだ風景です.

青島は周囲900mあまりの小島ですがビ1コウ樹

を主とした亜熱帯植物が茂りまるで南方のジャ

ングノレのなかを歩いているような感をいだかせま

す.付近の肩南海岸は頁岩と砂岩の地層カミ交

互に連らなりそれが隆起して浸食され｢鬼の

洗濯板｣と呼ばれる凹凸の連続した地形を生じ

たものです.青島の南30kmの地点にある鵜

戸神宮は道路からはるかに降った崖下の海岸

にある天然の大洞窟中に華麗な朱塗りの社殿カミ作

られており｢うがやふきあえずのみこと(鵜肥草茸

不合命)｣を祭神としております.ここではまた

羊歯(しだ)類カミ繁茂しており植物学的にも重

要な地です.それよりさらに南の太平洋の荒波

を背景1こ草原に遊ぶ都井岬の野生馬の姿はまこ

とに印象的でこの都井峠付近はまたソテツの自

生林があり岬の突端には到達巨離50kmといわ

れる東洋一の灯台があります.この岬の北約

10kmにある幸島は野猿で有名です.志布志地

域は鹿児島県ですが幅約1k㎜で16k血におよぶ

砂浜には黒松の林か続き白砂青松の風景です.

志布志の沖合に浮ぶ枇榔蕗はその名前のよう

にビロウ樹はじめ亜熱帯性植物が多くキャンプ

海水浴の季節にはにぎわv･ます.

国定公園指定は昭和30年6月1目面積約46.43

km2です.2月20目に発行される切手の図案は

"鬼の洗濯板"海岸風景に亜熱帯1生植物をあ

しらったものです.

(筆者は元所員現科学技術情報センタｰ)�




